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（１）（１）

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
並
び
に
関
係
者
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健

勝
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
経
済
は
、
長
期
に
亘
る
「
デ
フ
レ
脱
皮
」

へ
の
諸
施
策
を
展
開
し
た
結
果
、
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
効
果
も
徐
々
に
表
れ
企
業
業
績
も
、
好
転
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
で
適
正
就

業
へ
の
取
り
組
み
や
関
係
法
令
の
改
正
等
が
あ
る
中
、
経

営
活
動
を
強
化
し
た
こ
と
等
に
よ
り
業
務
実
績
の
確
保
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
も
会
員
皆
様
の
ご
努
力
、

さ
ら
に
は
関
係
機
関
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ま
た
地
域
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
新
規
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
会
員
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



会
員
表
彰
受
賞
者
決
ま
る

講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

（２）

　

会
員
表
彰
は
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
会
員
の
模
範
と
な
る
活
動
を
し
た
方
々

に
対
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
次
の
方
々
の
受
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日
（
金
）
に
「
エ
ポ
ッ
ク
な
か
は
ら
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
●
受
賞
者
氏
名
（
敬
称
略
）

南

部

事

務

所

 
 
 

 

北

部

事

務

所

　
小
笠
原
　
佳
　
代
　
 

　
市
　
川
　
　
　
惠

　
升
　
本
　
久
米
男
　
 

　
佐
　
藤
　
　
　
宏

　
長
谷
川
　
　
　
文
　
 

　
西
　
池
　
幸
　
修

　
関
　
　
　
光
　
雄
 

　
大
　
谷
　
泰
　
子

　
古
　
屋
　
慶
　
二
　
 

　
長
　
田
　
輝
　
美

　
木
　
村
　
金
　
男
　
 

　
萩
　
原
　
国
　
雄

　
北
　
村
　
哲
　
夫
　
 

　
小
　
林
　
英
　
忠

　
木
　
島
　
　
　
譲
　
 

　
安
河
内
　
道
　
治

　
山
　
本
　
　
　
正
 

　
大
　
後
　
喜
　
誉

中

部

事

務

所

　

 

　
高
　
橋
　
千
代
子

　
福
　
森
　
　
　
裕
　 

 
　
田
　
中
　
憲
　
治

　
田
　
野
　
芳
太
郎
　
 

　
遠
　
藤
　
啓
　
司

　
伊
　
東
　
大
　
輔
　
 

　
岡
　
崎
　
英
　
夫

　
楡
　
井
　
　
　
保
　
 

　
綾
　
部
　
忠
　
雄

　
芦
　
澤
　
ト
シ
ヱ 

 
 
 

 　
小
　
川
　
清
　
治

　
渡
　
貫
　
文
　
平
　
 

　
平
　
澤
　
源
　
二

　
髙
　
岡
　
　
　
潔
 

　
車
　
田
　
道
　
任

 

　
長
　
南
　
豊
　
彦

 

　
岸
　
井
　
　
　
力

 

　
高
　
倉
　
祥
　
子

●
調
理
講
習
会

　

高
齢
者
の
食
事
へ
の
配
慮
の
仕
方
・
衛
生
面
の
注
意
点
・

調
理
の
工
夫
等
を
学
習
し
、
日
常
生
活
に
活
か
す
こ
と
を

テ
ー
マ
に
調
理
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

募
集
人
員
　
15
名

　

講
習
日
時
　
平
成
26
年
２
月
27
日
（
木
）　

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
00
分

　

講
習
会
場
　
て
く
の
か
わ
さ
き

　
　
　
　
　
　

川
崎
市
高
津
区
溝
口
１
―
６
―
10

　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
下
車
徒
歩
約
５
分
）

　

受
講
料
　
無
料

　
　
　
　
（
但
し
食
材
費
８
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。）

　

申
込
締
切
日
　
平
成
26
年
２
月
12
日
（
水
）
必
着

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法

　
　

ハ
ガ
キ
に
、 

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年

齢 

⑤
会
員
番
号 

⑥
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
左
記

あ
て
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
2
1
0
―
0
0
2
4

　
　

川
崎
市
川
崎
区
日
進
町
５
―
１

　
　
　
（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
営
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６



傷害
事故

（17件）
63%

賠償
事故

（10件）
37%

①事故件数(割合)

00%

③年齢別事故件数 ④過去５年間の事故件数の推計（件）
（４月～１１月の件数で比較）

0

5

10

15

男性
（19件）

女性
（８件）

②男女別事故件数

0%
20%
40%
60%
80%
100%

件数(件) 割合(%)
1 4%
7 26%

13 48%

6 22%
７５歳以上
７０～７４歳
６５～６９歳
６０～６４歳 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年

傷害事故  12 14 10 6 17
9 10 7 6 10

賠償事
故  9 10 7 6 10賠償事故

◇平成25年9月～11月の主な事故発生状況

◇平成25年事故状況の分析（4月～11月）

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別番号 仕事の内容
1　傷害事故

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別番号 仕事の内容
2　賠償事故

（３）

　平成25年11月末現在の事故発生件数は27件です。
　また、過去5年間の推計④から、減少傾向にあった傷害事故、賠償事故とも
に平成25年は大幅に増加しています。

三脚を使用して植木作業をしていたところ、向きを変えようとして
枝をつかんだらその枝が折れて落下し腰を打った。
屋外で清掃作業中、ゴミを集めて立ち上がったときに鉄のベランダ
に頭をぶつけ負傷した。
就業先に自転車で向かう際に、ハンドル部分にかけていた傘を前輪
で巻き込んでしまった為、転倒して背中を打ち捻挫した。
三脚に乗り作業中、枝につかまったところ、それが折れて左斜めに
つんのめり、木の幹に横腹をぶつけ負傷する。
就業時にゴミ出し作業で歯科医院玄関から階段を降りてゴミ置き場
に行くときに、足をくじいた為、左脚を捻挫した。
清掃作業中、階段を降りるときに足を踏み外し転倒、左足のかかと
とくるぶし付近を骨折した。

草刈機で作業中に石を跳ねてしまい、駐車中の車両のフロント窓ガ
ラスにあて破損させた。

北部

北部

南部

北部

南部

北部

北部

就業中

就業中

就業途上

就業中

就業中

就業中

就業中

男

男

女

男

女

女

男

1

2

3

4

5

6

1

植木剪定作業

屋外清掃作業

屋内清掃作業

植木剪定作業

屋内清掃作業

屋内清掃作業

除草作業

 接遇研修

 交通安全研修

●
接
遇
・
交
通
安
全
研
修
会

平
成
25
年
10
月
28
日（
月
）　
参
加
人
数
46
名

　

会
員
の
就
業
態
度
向
上
と
交
通
事
故
の
防
止
を
目
的
と

し
た
研
修
会
を
、高
津
区
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
す

く
ら
む
21
）
に
て
、
放
置
自
転
車
対
策
就
業
会
員
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
主
に
中
・
北
部
事
務
所
の

作
業
に
従
事
す
る
会
員
が
対
象
で
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
内
容
で
し
た
。

①
講
習
会
開
会
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
就
業
に
あ
た
っ
て

の
心
構
え
（
仲
川
事
務
局
長
・
山
崎
次
長
）　

②
映
像
を
使
っ
た
高
齢
者
の
路
上
に
お
け
る
交
通
事
故
に

関
す
る
講
義
（
神
奈
川
県
警
川
崎
警
察
署
）

③
就
業
態
度
、
応
対
方
法
の
接
遇
の
講
義
、
実
例
を
参
考

に
し
た
会
員
に
よ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ（
接
遇
専
門
講
師
）

④
市
民
か
ら
の
陳
情
等
の
実
例
と
対
応
に
つ
い
て
（
経
営

課
・
北
部
事
務
所
）

⑤
講
習
会
の
総
括
と
作
業
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
（
山

崎
次
長
・
市
川
課
長
）

　

講
習
会
後
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

９
割
以
上
の
受
講
者
か
ら
、
就
業
内
容
に
直
結
し
た
良
い

内
容
で
、
今
後
も
継
続
し
て
講
習
会
実
施
を
希
望
す
る
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
業
務
や
職
種
を
広
げ
て
実
践
的
な
接
遇
研
修

会
を
実
施
し
ま
す
。



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　
　
　
利
用
に
つ
い
て

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（４）

パソコン 

スマートホン(スマホ) 

タブレット 

Google での検索 YAHOOでの検索 

①検索の入力欄に 
「川崎市 ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ」と記入

②「川崎市 ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ」をｸﾘｯｸ 

会員用最新のお知らせ 過去の会報一覧

講習会のお知らせ その他の色々な情報 

　

最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
パ
ソ
コ
ン
だ
け

で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
（
ス
マ
ホ
）
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
ｉ

ｐ
ａ
ｄ
、
他
）
な
ど
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
る

端
末
機
械
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
身
近
に
な
っ
た
モ
バ
イ
ル

機
器
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
表
示
方
法
◇

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
表
示
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
ソ
フ
ト
／
ア
プ
リ
）
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

◦
パ
ソ
コ
ン
で
は
「
Ｉ
Ｅ
」
が
一
般
的
で
す
が
、Ｗ
ｅ
ｂ

ブ
ラ
ウ
ザ
ー
と
し
て
他
の
ソ
フ
ト
が
色
々
あ
り
ま
す
。

◦
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
は
「
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
」

や
「Safari

」
な
ど
が
ア
プ
リ
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　

検
索
に
使
用
す
る
サ
イ
ト
は
ヤ
フ
ー
（Y

A
H
O
O

）
や

グ
ー
グ
ル
（Google

）
を
使
用
し
ま
す
、
ま
た
直
接

U
RL

に
「w

w
w
.kaw

asaki-sc.or.jp/

」
と
入
力
し
て
表

示
が
で
き
ま
す
。

①
検
索
の
入
力
欄
に
文
字
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
を
「
川
崎
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
入
力
（
記
入
）
し
「
検

索
ボ
タ
ン
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

②
検
索
さ
れ
た
一
覧
か
ら
「
公
益
財
団
法
人
川
崎
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
行
を
選
ん
で
ク
リ
ッ
ク
し
ま

す
。（「
公
益
財
団
法
人
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」
は
１
ペ
ー
ジ
目
に
出
て
き
ま
す
、
ス
マ
ホ
で
は
画

面
が
小
さ
い
の
で
、
次
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
操
作
◇

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
の
仕
事
の
種
類
／
内
容
、
会
員
の
入
会
案
内
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
情
報
、
会
員
向
け
の
お
知
ら
せ
な
ど

の
項
目
の
一
覧
内
容
が
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
出
て
き
ま
す
。

　

各
項
目
の
詳
細
な
内
容
は
項
目
の
名
前
（
マ
ウ
ス
、
指

で
選
ぶ
と
色
が
変
わ
り
ま
す
）
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
次
の

詳
細
内
容
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
場
合
で
は
指
で
項
目
を
タ
ッ

チ
し
て
詳
細
内
容
を
表
示
し
ま
す
。画
面
が
小
さ
い
の
で
、

画
面
を
広
げ
て
（
指
で
ス
ト
レ
ッ
チ
）
か
ら
タ
ッ
チ
す
る

と
選
び
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

前
に
戻
る
時
は
「
戻
る
」
の
ボ
タ
ン
（
左
上
の
矢
印

←
）
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
か
／
指
で
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

◇
役
立
つ
内
容
◇

　

会
員
向
け
に
は
、「
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に

講
習
会
の
開
催
予
定
、
配
分
金
の
支
払
い
日
、
色
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
役
立
つ
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
当
会
報
も
過
去
１
年
分
以
上
を
見

る
事
が
出
来
ま
す
。

◇
関
連
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◇

　

項
目
の
「
リ
ン
ク
集
」
か
ら
神
奈
川
県
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
表
示
し
、
県
内
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
各
種
の
講
習
会
や
他
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
な
ど
、
興
味
深
い
イ
ベ
ン
ト
を
見

る
事
が
で
き
ま
す
。

（
会
報
編
集
委
員
・
高
野
好
明
）



会 員 作 品 ひ ろ ば
（５）

「今年の干支」　 小林 信寿 南部会員「植木作業を見守る」　 梶　 幸雄 南部会員

「金色堂」（黒字に白の絵の具） 三浦　 祐 南部会員「柿と合掌造」　 髙野 裕昭 北部会員

「20年目の大輪」　 三浦 直一 中部会員「オランダより」　 伊藤 武夫 北部会員
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◎
幸
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動

10
月
20
日（
日
）

　

今
年
は
大
荒
れ
の
天
候
の
な
か
、
８
名
の
会
員
が
参
加

し
雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
懸
命
に
セ
ン
タ
ー
案
内
チ
ラ
シ
と

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
雨
の

中
ご
苦
労
様
で
し
た
。

◎
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会
（
幸
区
）

11
月
27
日（
水
）　
参
加
者
35
名

　
川
崎
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
　
研
修
室

　

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
就
業

者
及
び
就
業
希
望
者
を
対
象

に
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
前
半
は
川
崎
市
の
健
康

福
祉
局
職
員
の
「
介
護
保
険

制
度
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
資
料
に
よ
り
川
崎

市
の
現
状
等
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
後
半
は
、
担
当
職

員
に
よ
る
現
在
の
受
注
状
況

の
説
明
後
、
会
員
間
の
家
事
援
助
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
連
合
会
主
催
職
員
交
流
研
修
会
　
12
月
18
日（
水
）

　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
四
階
　
会
議
室

　

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
の
職

員
交
流
研
修
会
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
家
事
・
子
育
て
支

援
事
業
」の
現
状
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
他
の
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
多

く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

県
内
で
家
事
・
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん

で
い
る
セ
ン
タ
ー
は
数
少

な
く
、
今
後
、
家
事
援
助
、

子
育
て
支
援
事
業
推
進
を

本
格
的
に
検
討
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
。

 

◎
宮
前
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動     

　
11
月
10
日（
日
）

　

今
年
は
例
年
よ
り
１
ヶ
月
遅
く
、
肌
寒
い
中
で
あ
り
ま

し
た
が
、
宮
前
区
民
祭
に
参
加
し
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

会
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
案
内
チ
ラ
シ
と
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
セ
ッ
ト
し
た
５
，０
０
０
個
を
全
て

配
り
、広
く
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
除
草
講
習
会

11
月
13
日（
水
） 

参
加
者
10
名

　

９
月
の
予
定
が
天
候
に
よ
り
順
延
と
な
っ
た
除
草
作
業

講
習
会
を
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
が
お
」
で
開
催
し

ま
し
た
。
会
員
講
師
か
ら
、
作
業
に
お
け
る
注
意
点
、
刃

物
研
ぎ
実
演
等
を
受
け
、
実
技
で
は
初
め
て
参
加
し
た
受

講
者
同
士
が
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
な

が
ら
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
及
び
巡
回

12
月
11
日（
水
）

　

第
２
回
目
の
対
策
会
議
で
は
、
現
場
巡
回
に
重
点
を
置

き
、
巡
回
す
る
就
業
内
容
の
説
明
や
指
導
内
容
等
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

巡
回
で
は
、
対
策
員
と
事
務
局
が
手
分
け
し
て
、
植
木

剪
定
作
業
、
清
掃
作
業
、
工
場
内
作
業
等
８
箇
所
を
周
り
、

適
正
な
就
業
の
確
認
、
及
び
安
全
面
で
の
助
言
と
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

 

◎
あ
さ
お
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動     

　
10
月
13
日（
日
）

　

今
年
も
セ
ン
タ
ー
の
区
民
へ
の
理
解
度
を
高
め
る
為
、

あ
さ
お
区
民
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
変
暑
さ
の
厳
し
い
日
で
し
た
が
、「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
す
！
仕
事
下
さ
い
！
、
仕
事
し
ま
す
！
」
と

明
る
く
元
気
に
セ
ン
タ
ー
案
内
チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
る
会
員
の
方
の
活
動
は
、
地
域
の
方
々
へ
好

印
象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
巡
回
・

　
指
導
の
実
施

10
月
31
日（
木
）

　

対
策
員
と
事
務
局
で
宿
河
原
無
料
駐
輪
場
に
て
巡
回
・

指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
駐
輪
場
は
二
ヶ
領
用
水
沿

の
大
変
道
幅
の
狭
い
所
に
あ
り
、朝
の
時
間
帯
は
自
転
車
、

歩
行
者
で
大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
２
名
で
自
転
車
の
整
理
、
及
び
清
掃
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
巡
回
を
行
っ
た
時
間
に
は
も
う
す
で
に
か
な

り
の
数
の
駐
輪
が
あ
っ
た
が
、
き
ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ

て
い
ま
し
た
、
ま
た
、
用
水
路
沿
い
の
並
木
の
落
葉
等
も

綺
麗
に
掃
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
手
際
の
良
さ
に
感
心
し

ま
し
た
。

　

会
員
の
声
掛
け
や
挨
拶
を
し
て
顔
な
じ
み
に
な
る
事
に

よ
っ
て
放
置
等
の
違
反
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　

対
策
員
よ
り
道
幅
が
狭
い
の
で
、
誘
導
中
に
他
の
自
転

車
や
歩
行
者
に
も
充
分
注
意
を
払
い
事
故
発
生
防
止
に
努

め
て
も
ら
う
よ
う
助
言
と
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

◎「
地
域
サ
ポ
ー
ト
」
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る

　
会
員
を
募
集

　

最
近
、「
地
域
サ
ポ
ー
ト
（
単
発
）」
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼

す
る
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
男
性
会
員
は
多

摩
区
（
南
武
線
沿
線
）。
女
性
会
員
は
多
摩
区
（
南
武
線
・

小
田
急
線
沿
線
）
と
麻
生
区
で
す
。
依
頼
内
容
は
一
般
の

ご
家
庭
が
中
心
で
す
。
男
性
会
員
は
、
屋
内
・
屋
外
の
清

掃
や
ガ
ラ
ス
拭
き
等
。
女
性
会
員
は
屋
内
清
掃
及
び
家
事

で
す
。
こ
の
業
務
を
や
っ
て
み
た
い
、
ま
た
、
関
心
を
持

っ
て
い
る
方
は
是
非
、
事
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
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区
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祭
Ｐ
Ｒ
活
動

10
月
20
日（
日
）

　

今
年
は
大
荒
れ
の
天
候
の
な
か
、
８
名
の
会
員
が
参
加

し
雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
懸
命
に
セ
ン
タ
ー
案
内
チ
ラ
シ
と

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
雨
の

中
ご
苦
労
様
で
し
た
。

◎
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会
（
幸
区
）

11
月
27
日（
水
）　
参
加
者
35
名

　
川
崎
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
　
研
修
室

　

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
就
業

者
及
び
就
業
希
望
者
を
対
象

に
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
前
半
は
川
崎
市
の
健
康

福
祉
局
職
員
の
「
介
護
保
険

制
度
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
資
料
に
よ
り
川
崎

市
の
現
状
等
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
後
半
は
、
担
当
職

員
に
よ
る
現
在
の
受
注
状
況

の
説
明
後
、
会
員
間
の
家
事
援
助
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
連
合
会
主
催
職
員
交
流
研
修
会
　
12
月
18
日（
水
）

　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
四
階
　
会
議
室

　

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
の
職

員
交
流
研
修
会
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
家
事
・
子
育
て
支

援
事
業
」の
現
状
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
他
の
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
多

く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

県
内
で
家
事
・
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん

で
い
る
セ
ン
タ
ー
は
数
少

な
く
、
今
後
、
家
事
援
助
、

子
育
て
支
援
事
業
推
進
を

本
格
的
に
検
討
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
。

 

◎
宮
前
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
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11
月
10
日（
日
）

　

今
年
は
例
年
よ
り
１
ヶ
月
遅
く
、
肌
寒
い
中
で
あ
り
ま

し
た
が
、
宮
前
区
民
祭
に
参
加
し
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

会
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
案
内
チ
ラ
シ
と
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
セ
ッ
ト
し
た
５
，０
０
０
個
を
全
て

配
り
、広
く
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
除
草
講
習
会

11
月
13
日（
水
） 

参
加
者
10
名

　

９
月
の
予
定
が
天
候
に
よ
り
順
延
と
な
っ
た
除
草
作
業

講
習
会
を
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
が
お
」
で
開
催
し

ま
し
た
。
会
員
講
師
か
ら
、
作
業
に
お
け
る
注
意
点
、
刃

物
研
ぎ
実
演
等
を
受
け
、
実
技
で
は
初
め
て
参
加
し
た
受

講
者
同
士
が
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
な

が
ら
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
及
び
巡
回

12
月
11
日（
水
）

　

第
２
回
目
の
対
策
会
議
で
は
、
現
場
巡
回
に
重
点
を
置

き
、
巡
回
す
る
就
業
内
容
の
説
明
や
指
導
内
容
等
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

巡
回
で
は
、
対
策
員
と
事
務
局
が
手
分
け
し
て
、
植
木

剪
定
作
業
、
清
掃
作
業
、
工
場
内
作
業
等
８
箇
所
を
周
り
、

適
正
な
就
業
の
確
認
、
及
び
安
全
面
で
の
助
言
と
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

 

◎
あ
さ
お
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動     

　
10
月
13
日（
日
）

　

今
年
も
セ
ン
タ
ー
の
区
民
へ
の
理
解
度
を
高
め
る
為
、

あ
さ
お
区
民
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
変
暑
さ
の
厳
し
い
日
で
し
た
が
、「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
す
！
仕
事
下
さ
い
！
、
仕
事
し
ま
す
！
」
と

明
る
く
元
気
に
セ
ン
タ
ー
案
内
チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
る
会
員
の
方
の
活
動
は
、
地
域
の
方
々
へ
好

印
象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
巡
回
・

　
指
導
の
実
施

10
月
31
日（
木
）

　

対
策
員
と
事
務
局
で
宿
河
原
無
料
駐
輪
場
に
て
巡
回
・

指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
駐
輪
場
は
二
ヶ
領
用
水
沿

の
大
変
道
幅
の
狭
い
所
に
あ
り
、朝
の
時
間
帯
は
自
転
車
、

歩
行
者
で
大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
２
名
で
自
転
車
の
整
理
、
及
び
清
掃
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
巡
回
を
行
っ
た
時
間
に
は
も
う
す
で
に
か
な

り
の
数
の
駐
輪
が
あ
っ
た
が
、
き
ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ

て
い
ま
し
た
、
ま
た
、
用
水
路
沿
い
の
並
木
の
落
葉
等
も

綺
麗
に
掃
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
手
際
の
良
さ
に
感
心
し

ま
し
た
。

　

会
員
の
声
掛
け
や
挨
拶
を
し
て
顔
な
じ
み
に
な
る
事
に

よ
っ
て
放
置
等
の
違
反
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　

対
策
員
よ
り
道
幅
が
狭
い
の
で
、
誘
導
中
に
他
の
自
転

車
や
歩
行
者
に
も
充
分
注
意
を
払
い
事
故
発
生
防
止
に
努

め
て
も
ら
う
よ
う
助
言
と
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

◎「
地
域
サ
ポ
ー
ト
」
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る

　
会
員
を
募
集

　

最
近
、「
地
域
サ
ポ
ー
ト
（
単
発
）」
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼

す
る
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
男
性
会
員
は
多

摩
区
（
南
武
線
沿
線
）。
女
性
会
員
は
多
摩
区
（
南
武
線
・

小
田
急
線
沿
線
）
と
麻
生
区
で
す
。
依
頼
内
容
は
一
般
の

ご
家
庭
が
中
心
で
す
。
男
性
会
員
は
、
屋
内
・
屋
外
の
清

掃
や
ガ
ラ
ス
拭
き
等
。
女
性
会
員
は
屋
内
清
掃
及
び
家
事

で
す
。
こ
の
業
務
を
や
っ
て
み
た
い
、
ま
た
、
関
心
を
持

っ
て
い
る
方
は
是
非
、
事
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

毎
年
１
年
間
に
支
払
っ
た
配
分
金
の
証
明
書
を
送

っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
（
平
成
25
年
分
）
か
ら
配
分

金
明
細
書
と
同
様
に
「
圧
着
は
が
き
」
で
郵
送
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

確
定
申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
で
す
の

で
、
く
れ
ぐ
れ
も
、
他
の
郵
便
物
と
間
違
え
な
い
よ

う
に
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
証
明
書
の
到
着
は
、
こ
の
会
報
誌
到
着
と

前
後
し
ま
す
。

配
分
金
支
払
証
明
書
に

つ
い
て

（参考）

圧着はがきが
配分金支払証明書に
なっています。

（参考）

圧着はがき



　
平
成
25
年
中
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
分
金
の
支
払
い

（
平
成
24
年
12
月
〜
平
成
25
年
11
月
就
業
分
）
を
受

け
た
会
員
全
員
に
「
配
分
金
支
払
証
明
書
」
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
配
分
金
」
の
所
得
税
法
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　シルバー人材センターから支払われる配分金は、所得税法上「雑所得」
となり、原則的に確定申告が必要になります。
　ただし、平成25年中の収入が配分金のみの場合、配分金額が103万円
以下（※1）の方は、税務署に確定申告する必要はありません。
　なお、配分金が103万円を超える方は、扶養親族・控除対象配偶者に
該当しなくなりますのでご注意ください。
　また、平成25年中の収入が配分金と公的年金の場合、下の速算表で算
出した公的年金の雑所得の額と、配分金から65万円（※2）を差し引いた
額の合計金額が38万円以下の方（※1）も、税務署へ確定申告する必要は
ありません。
　しかし、平成25年中に配分金と公的年金以外に他の収入がある場合は、
税務署に確定申告する必要があるかどうかは計算しないとわかりません
ので、最寄りの税務署にお尋ねください。

受給者の生年月日

65歳未満の方
（昭和24年１月２日
以降に生まれた方）

65歳以上の方
（昭和24年１月１日
以前に生まれた方）

公的年金等の収入金額の合計額 Ａ

  130万円未満

 130万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

  330万円未満

 330万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

公的年金等の雑所得の額

 Ａ－700,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

 Ａ－1,200,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

問 合 わ せ 先

（※1）税務署確定申告の必要がない場合でも、住民税の申告が必要となる場合
　　　がありますので、その際は各区役所までお問い合わせください。
（※2）配分金が65万円以下の場合は配分金の額

川崎南税務署 ☎ 222-7531
川崎北税務署 ☎ 852-3221
川崎西税務署 ☎ 965-4911

税金のことなら
国税庁ホームページへ！

※申告や相談に関するお知らせ案内
　などが掲載されています。

http://www.nta.go.jphttp://www.nta.go.jp

事
務
局
通
信

［平成25年分公的年金等に係る所得金額の速算表］

（８）

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
D
T
P

﹇
営
業
部
﹈ 
〒
2
1
2
―
0
0
2
3

 

川
崎
市
幸
区
戸
手
本
町
1
―
7
―
1

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
4
4
）
7
4
2
―
8
8
1
2

株
式
会
社 

ア
サ
ヒ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
　
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

 1 月 27 日 ㈪
 2 月 25 日 ㈫
 3 月 25 日 ㈫
 4 月 25 日 ㈮
 5 月 26 日 ㈪
 6 月 25 日 ㈬
 7 月 25 日 ㈮
 8 月 25 日 ㈪
 9 月 25 日 ㈭
 10 月 27 日 ㈪
 11 月 25 日 ㈫
 12 月 25 日 ㈭

平成26年
配分金支払日一覧表

配
分
金
支
払
日

※配分金は月末で締めて翌月25日（金融
機関が休日の場合は翌営業日）に、指定
された口座へ支払います。

広　　告 広　　　　告

身体が喜ぶ毎日の食事
筋肉を元気に保つ適度な運動

一般財団法人川崎市保健衛生事業団
川崎市川崎区渡田新町3-2-1

TEL044-333-3741 FAX044-333-3769
http://www.kenkou-kenshin.or.jp

あなたを健康に！
あなたの健康のために！
サポートします


